
                         発表年月日：平成 29 年（2017 年）８月 22 日 

                          担当課名：防災危機管理局 

                          担当者名：福増、村田 

                            電話：077-528-3435 

Email：as0005@pref.shiga.lg.jp 

 
平成 29 年度滋賀県総合防災訓練について 

 
 災害時において関係者が連携して、迅速、的確に対応できる体制の確立と県民の防災意識の高揚を図

るため、各防災機関、関係団体、企業、地域住民および児童生徒等の参加のもと総合防災訓練を実施し

ます。 

 

記 

 

１ 日時 

(1) 主会場、草津市会場：平成 29 年 9 月 10 日（日）7:00～11:30（総合閉会式 11:45～12:00） 

(2) 守山市会場、栗東市会場、野洲市会場：平成 29 年８月 27 日（日）7:00～11:30 

 

２ 場所 

  南部地域（草津市、守山市、栗東市、野洲市、主会場場は矢橋帰帆島公園多目的グラウンド） 

 

３ 主唱 

  滋賀県防災会議 

 

４ 主催 滋賀県総合防災訓練実行委員会 

     （滋賀県、草津市、守山市、栗東市、野洲市、湖南広域消防局） 

 

５ 訓練目的 

  各防災機関、関係団体、企業、地域住民および児童生徒等の参加のもとに総合防災訓練を実施し、

災害時において関係者が連携して、迅速、的確に対応できる体制の確立と県民の防災意識の高揚を図

る。 

 

６ 訓練想定 

各会場における訓練日の午前 7 時 00 分、琵琶湖西岸断層帯を震源とする大規模地震が発生。南部

地域で震度７を観測し、建物の倒壊、火災発生、液状化の発生、ガス・水道・電気・電話等ライフラ

イン施設、鉄道、道路、堤防の破損等があり、多数の死傷者が発生した。また、折からの大雨で河川

は増水しており、一部地域では氾濫が生じている。 

 

７ 訓練内容 

県、市、消防をはじめとする各防災関係機関等により、県および市災害対策本部設置・運営、避難

所開設、応急救護、炊出し、応急給水、ボランティアセンター開設、土砂災害・流出家屋救出、火災

防御、災害医療体制の確立、道路・河川等公共施設の被災確認および応急復旧、物資の払い出しおよ

び輸送等の訓練を実施する。 

 

８ 訓練実施数 30 訓練 

 

９ 参加人数等 参加人員：延べ約 4,000 人 

        参加機関：116 機関 

        参加車両：車両延べ 185 台、ヘリコプター延べ 12機、船舶延べ 6隻 

 

[添付資料]  １ 資料１ 平成 29 年度滋賀県総合防災訓練における主要な訓練 

              ２ 資料２ 平成 29 年度滋賀県総合防災訓練にあたっての留意事項 

       ３ 資料３ ヘリコプターによる取材活動について 

       ４ 別添資料 平成 29年度滋賀県総合防災訓練 訓練計画一覧 

       ５ 別冊   平成 29年度滋賀県総合防災訓練 チラシ 
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資 料 1 

 

平成 29 年度滋賀県総合防災訓練における主要な訓練 
 

 （数字は、別添資料の訓練番号に対応、＊特徴的な訓練） 

１  応急対策活動・住民参加型等訓練 

＊①  地域自助・共助訓練（各市会場） 

       有事の際に備え、住民自身が自分たちの地域は自分たちで守るという自助・共助の意識や対

応能力を高めるため、災害を当事者になって考えるクロスロード訓練や災害想像ゲーム（DIG）

訓練、シェイクアウト訓練、炊き出し訓練、救急訓練、初期消火訓練、水防訓練などの訓練を

住民が中心となって行う。 

       草津市：５、守山市：６、栗東市：７ 

 

＊②  避難所開設・運営訓練（各市会場） 

      熊本地震の教訓を踏まえた避難者の受入れ要領、避難所内の使い方等避難所の開設・運営に

関する図上の避難所運営ゲーム訓練（HUG 訓練）および実動訓練、住民による、応急給水、仮

設トイレ設置等の訓練を行う。 

         守山市：６、栗東市：７、野洲市：８  

 

③ ボランティアセンターの開設訓練（各市会場） 

      ボランティアの受入れのための現地災害ボランティアセンターを設置し、円滑な受入れ体制

を確立する訓練を行う。 

      守山市：６、栗東市：７ 

 

④ 要配慮者の広域的避難の伝達訓練（草津市内老人福祉施設等） 

      東日本大震災において、被災市町村の区域外に避難所が設置された状況を踏まえ、県と市が

連携して、要配慮者（単独で避難できない高齢者）の市外への避難を想定した情報伝達・移送

訓練を行う。 

      県医療福祉推進課：23 

 

２   防災関係機関による連携訓練 

   ＊①   道路啓開訓練、多重事故対応訓練、土砂災害救出訓練、倒壊建物救出救助訓練、火災防御 

訓練（主会場） 

       地震に加え大雨により発生した災害から要救助者を救助・救出するため、消防、警察、自衛

隊等が現地調整所において連携協力し、ドローン等の手段により被災地域の道路状況を把握し

て道路啓開を行い、通行の動線を確保するとともに、多重事故に巻き込まれた外国人観光客へ

の多言語翻訳拡声器による呼びかけや誘導による救出・救助、土砂災害や倒壊した木造家屋お

よび中高層建物火災から要救助者を救出・救助する訓練を行う。   

       湖南広域消防局：12、14、15、16、17、18 

   

② 滋賀県災害ボランティアセンター非常体制移行・機動運営訓練（県危機管理センター） 

      発災後、県災害ボランティアセンターを非常事態体制に移行し、県災害ボランティア運営協

議会等の協力団体、市町社協と連携して、被災地の現地災害ボランティアセンターの運営を支

援する訓練を行う。 

      県健康福祉政策課・県社会福祉協議会：22 

 

３   医療関係者による連携訓練 

 ①   災害医療（地方）本部運営訓練、ＤＭＡＴ運営訓練および災害時検視訓練、救急医療訓練（危

機管理センター、主会場、南部健康福祉事務所） 

          災害医療本部・地方本部を立ち上げ、災害医療コーディネーターとともにＤＭＡＴの派遣等

各種調整を行い、各本部の運営訓練を行うとともに、警察本部等と連携して遺体の検案等を行

う。 

県医療政策課：24-1・2  

 

 



 

                                     

 

②  こころのケアチーム派遣訓練（県庁および精神保健福祉センター） 

          県庁内の DMAT 本部の DPAT事務統括者は DPAT先発隊の編成に係る指示を地方本部の DPAT統

括者に行う。地方本部の DPAT 統括者は先発隊の編成事務、先発隊の出動指示を行い、それを

受けた先発隊は地方本部に参集して、被害状況を把握する等の DPAT 運営訓練を行う。 

       県障害福祉課：25   

 

４   空路を活用した訓練 

①   緊急用医薬品等搬送訓練（主会場） 

       多数の避難所や現場救護所において医薬品が不足しているとの想定で、応援協定を結んでい

る（株）ノエビアのヘリコプターや各協会搬送車両による緊急用医薬品等の輸送訓練を行う。 

       県薬務感染症対策課：26 

 

５   南部地域の特性を踏まえた訓練 

①   遠距離中継送水・林野火災防御訓練（主会場） 

   住宅密集地から発生した火災が付近の山林に延焼し、付近の消火栓は使用不可能な状況下で

の遠距離中継送水による火災防御活動およびヘリコプターによる空中消火活動の訓練を行う。 

       湖南広域消防局：18 

 

＊②  埋没車両救出訓練（野洲市あやめ地先 中主 B＆G海洋センター艇庫前） 

     琵琶湖沿岸において、液状化および土砂の流入により車両が埋没、その車両内に取り残され

た人を消防機関、警察および自衛隊の関係機関が連携して救出する訓練を行う 

     湖南広域消防局：19 

 

＊③  流出家屋救出訓練（野洲市あやめ地先 中主 B＆G海洋センター艇庫前） 

  琵琶湖沿岸において、液状化および河川の増水により、家屋が湖上に流出したことから、消

防艇による救出、水中検索、ヘリコプターによる救出等の訓練を行う。 

  湖南広域消防局：20 

 

６   災害対策本部の運営に関する訓練 

①  滋賀県災害対策本部運営訓練（危機管理センター、南部合同庁舎） 

南部地域で震度７を観測したことから、県は、県庁に災害対策本部および各合同庁舎に災害

対策地方本部を設置するとともに、情報連絡員を各市災害対策本部に派遣、また南部合同庁舎

に現地災害対策本部を設置し、各機関との連携のもと、情報収集・伝達、災害対処方針を決定

する訓練を行う。 

       県防災危機管理局：１、２ 

 

＊② 輸送調整所設置・運営訓練(県庁、主会場、各市会場) 

      避難所への迅速・的確な物資輸送を行うため、各市災害対策本部に情報連絡員を派遣してい

る災害対策地方本部と連携して、市の救援物資の要請情報の収集、物資の調達等の図上訓練を

行うとともに、避難所に向けて県備蓄物資の払出し、民間の物資拠点での支援物資の受入れ、

集積や仕分、および決定された輸送ルートに基づき避難所まで物資を輸送する実動訓練を行う。 

      草津市：５、 守山市：６、栗東市：７、県健康福祉政策課・県防災危機管理局：21 

 

    ③   栗東市災害対策本部設置・運営訓練（栗東市役所） 

         南部地域で震度７を観測したことから、速やかに市災害対策本部を設置し、関係機関からの

情報収集や伝達、災害応急対策の方針を決定し、応急対策活動を行う。 

     栗東市：７ 

 

 

 

 

 

 

資 料１ 



 

平成 29 年度滋賀県総合防災訓練の取材にあたっての留意事項 

 

標記訓練につきまして、取材されます報道関係者の皆様方には、次のことを御了承いただき、訓練の

進行が円滑に進みますよう御協力の程よろしくお願いいたします。 

 

１ 報道取材車について 

（１）報道車両には、滋賀県の発行する「報道」ステッカーを助手席側のダッシュボード上部に掲げ

てください。 

 （２）ステッカーについては、資料最終ページの「報道」ステッカーを必要数、各自印刷して使用し

てください。 

 （３）主会場（矢橋帰帆島公園 多目的グラウンド）北方の『来賓』駐車場に入場してください。 

 

２ 取材活動について 

 （１）報道関係者は、自社の腕章を必ず巻いてください。 

 （２）各訓練会場には、黄色の腕章をまいた説明担当者を配置しております。質問等ございましたら、

担当者までお願いします。 

 （３）各訓練場所において、訓練の実施および危機回避のため取材の立ち入りを御遠慮いただく場合

がありますので、あらかじめ御了承願います。 

 

３ 訓練中止等の対応について 

 （１）中止とする事例 

・ 訓練当日の午前５時現在において、滋賀県内に「大雨」、「洪水」または「暴風」警報 

が発表されている場合 

・ 台風の接近などにより明らかに気象警報が発表される見込みがある場合 

・ 当日、県内で震度５弱以上の地震が発生した場合 

・ 近畿２府７県（福井県、滋賀県、三重県、大阪府、兵庫県、京都府、徳島県、和歌山県および

奈良県）、中部９県１市（富山県、石川県、福井県、長野県、岐阜県、静岡県、愛知県、三重

県、滋賀県および名古屋市）において大規模災害が発生している場合 

・ その他、大規模な危機事案が発生している場合 

 （２）テレビ(BBC びわ湖放送)による訓練実施可否の告知を午前６時頃および午前６時３０分頃に、

約３０秒間「文字テロップ」により行います。 

 （３）警報は発令されていないが、天候の回復が見込めない状況にある場合の訓練実施可否の問合せ

先は下記のとおりです。 

    滋賀県総合政策部防災危機管理局 電話：０７７－５２８－３４３５ 

 

４ 訓練内容等の問合せ先 

 （１）訓練内容の問合せ先 

     滋賀県防災危機管理局       ０７７－５２８－３４３５ 

     草津市・危機管理課         ０７７－５６１－２３２５ 

     守山市・危機管理課         ０７７－５８２－１１１９ 

     栗東市・危機管理課         ０７７－５５１－０１０９ 

     野洲市・生活安全課         ０７７－５８７－６０８９ 

     湖南広域消防局消防救助課      ０７７－５５２－８８２５ 

 （２）訓練の進行状況の問合せ先 

     滋賀県防災危機管理局       ０７７－５２８－３４３５      

資料２ 



 

ヘリコプターによる取材活動について（報道各社へのお願い） 

 

※本書の内容は、必ずヘリ乗員の方に伝達願います。 

 

平素は、本県の消防防災活動等に御理解と御協力をいただきありがとうござ

います。 

 本県では、来る 8月 27 日(日)および９月 10 日（日）午前７時～11 時 30 分ま

で、南部地域を中心に、滋賀県総合防災訓練を実施いたします。 

 つきましては、報道各社が取材活動をされる際は、下記事項に格別の御配慮、

御協力をお願いします。 

 

記 

 

１ ９月 10 日（日）午前中は、延べ 12 機のヘリコプターが矢橋帰帆島公園付

近一帯を飛行しますので、その動向に十分御注意ください。 

 

２ 現場周辺飛行中の訓練参加機につきましては、滋賀県防災航空隊が野洲川

運動公園陸上競技場（場外離着陸場）内に開設する飛行援助用航空局「やす

がわフライトサービス」（周波数 123.45MHz）により運航します。 

   周辺飛行または取材の際は、訓練機の運行に支障をきたすことのないよ

う留意してください。また、必要に応じて航空機相互間通信用周波数

122.60MHz により無線交信するようお願いいたします。 

 

３ 訓練機各機にあっては、住民に対する騒音に配慮し、飛行経路、高度等を

選定していますので、報道各社におかれましても、騒音防止について御配慮

をお願いいたします。 

なお、訓練参加機は、次の予定で飛行しますので、訓練に支障のないよう

に御配慮をお願いいたします。 

（１）7:30～8:00  情報収集活動 （滋 賀県警察ヘリ ）  1,500ft 

（２）7:55～8:30   情報収集活動 （ 近 畿 地 整 ヘ リ ）  1,500ft 

（３）9:00～9:10  物資輸送訓練 （ ノ エ ビ ア ヘ リ ）  1,500ft 

（４）9:25～9:55  救 護 訓 練 （京滋ドクターヘリ）  1,500ft 

（５）10:35～ 10:40    救 助 訓 練 （海 上自衛隊ヘリ）    100ft 

（６）11:10～11:25  救 護 訓 練 （ 岐 阜 県 防 災 ヘ リ ）   1,500ft 

  （※特に住宅上空周辺を飛行されないよう重ねてお願いいたします。） 

 

４ その他の訓練場所につきましても、飛行の安全と騒音等に対して十分な御

配慮をお願いいたします。 

 

滋賀県防災危機管理局  

滋賀県防災航空隊   

TEL：0748-52-6677   

資料３ 



別添資料

【8月27日(日)】

番号 機関名 訓練名称 会場

6 守山市 守山市地震災害総合訓練 守山市立物部小学校

7 栗東市 栗東市防災総合訓練 栗東市立治田東小学校

8 野洲市 野洲市避難所開設・運営研修 滋賀県立野洲高等学校

3 滋賀県 滋賀県災害対策地方本部運営訓練 県各合同庁舎(南部)

21 滋賀県 輸送調整所設置・運営訓練(県災害用備蓄物資払出・同輸送訓練) 滋賀県危機管理センター

【9月10日(日)】

番号 機関名 訓練名称 会場

1 滋賀県 滋賀県災害対策本部運営訓練 滋賀県危機管理センター

2 滋賀県 現地災害対策本部設置および現地合同本部連絡会議運営訓練 県南部合同庁舎

3 滋賀県 滋賀県災害対策地方本部運営訓練
県各合同庁舎(南部・甲賀・東近
江・湖東・湖北・高島)

4 滋賀県 滋賀県土木交通部等の勤務時間外における大規模地震発生時の初動活動訓練 県内各地

5 草津市 くさつシェイクアウト２０１７ 草津川跡地公園、市内全域

9 湖南広域消防局 指揮本部設置・運営訓練 訓練主会場

10 湖南広域消防局 滋賀県広域消防相互応援協定に基づく情報伝達・参集訓練
訓練主会場、中主B&G海洋セン
ター艇庫前

11 湖南広域消防局 滋賀県下消防団広域相互応援協定に基づく参集訓練 訓練主会場

12 湖南広域消防局 道路啓開訓練 訓練主会場

13 湖南広域消防局 救急医療救護訓練 訓練主会場

14 湖南広域消防局 多重事故対応訓練 訓練主会場

15 湖南広域消防局 土砂災害救出訓練 訓練主会場

16 湖南広域消防局 倒壊建物救出訓練 訓練主会場

17 湖南広域消防局 中高層建物救助・火災防御訓練 訓練主会場

18 湖南広域消防局 住宅密集地・林野火災防御訓練 訓練主会場

19 湖南広域消防局 埋没車両救出訓練 中主B&G海洋センター艇庫前

20 湖南広域消防局 流出家屋救出訓練 中主B&G海洋センター艇庫前

21 滋賀県 輸送調整所設置・運営訓練(県災害用備蓄物資払出・同輸送訓練)
滋賀県危機管理センター、草津
市

22
滋賀県、
滋賀県社会福祉協議会

滋賀県災害ボランティアセンター非常体制移行・機動運営訓練 滋賀県危機管理センター

23 滋賀県 要配慮者（高齢者）の広域的避難の伝達訓練 草津市内老人福祉施設等

24-1 滋賀県 災害医療（地方）本部運営訓練、ＤＭＡＴ運営訓練
滋賀県庁、訓練主会場、南部健
康福祉事務所

24-2 滋賀県 検視、検案および遺族対応訓練 訓練主会場

25 滋賀県 こころのケアチーム派遣訓練 滋賀県危機管理センター、ほか

26 滋賀県 緊急用医薬品等搬送訓練 訓練主会場

27 滋賀県 航空機運用訓練 湖南地域一帯

28 滋賀県 帰宅困難者支援情報伝達訓練
滋賀県危機管理センター、県内
各地

29 滋賀県 非常通信訓練 訓練主会場

30 （独法）水資源機構 湖岸堤・管理用道路損壊対応訓練 草津市下寺町地先

平成29年度　滋賀県総合防災訓練 訓練計画一覧






